平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＤ
単元：

BOOK 2，LESSON 6
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）

評価規準：

海外の名所や観光地について問い合わせる正式な手紙を書くことができる。

評価方法：

【ライティングテスト】p.73，USE Write，2の活動とパラレルなタスクを行う。

与えられた情報を用いて，海外の名所や観光地について問い合わせる正式な手紙を書かせて，その出来を評価する。

評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない

B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである

C：伝えたい意図が暖昧になるような言語的な誤りがいくつかある

②構成

A：より効果的な内容・構成である

B：教科書のモデル文の型をほぼ踏襲している

C：充分な情報量を備えていない

評価課題：

あなたは英語の授業でウルル(Uluru)のことを知り，アナング人（the Anangu）に興味を持ちました。以下のあなたのメモをもとに，現地の観光協会に問い合わせる手紙を書きなさい。
（あなたのメモ）


解答例：

Dear Sir and Madam,
     My name is                    . 　I am a junior high school student in Japan.

I learned about Uluru in my English class. I became interested in the Anangu.
Now I want to visit Uluru and talk to the Anangu.  How can we meet them? Please send me an e-mail.

     Thank you in advance.

Best wishes,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
留意点

生徒の解答例に示した手紙のようなできばえは，評価基準の「①言語的正確さ　A: 言語的誤りがほとんどない」と「②構成　A: より効果的な内容・構成である」と判断して，最終的な判定をAとする。

































興味のある場所：ウルルを訪問しアナング人と話すこと


問い合わせの内容：どのやってアナング人に会えるか


お願いの内容：Eメイル(e-mail)を送ってほしい











